
 

 

 対馬海域におけるアカアマダイの生態と資源状態 

                           長崎県総合水産試験場 漁業資源部 海洋資源科 

 

はじめに 

アマダイは本州中部以南から東シナ海を

経て南シナ海に生息する暖海性の魚です。

白身の魚でやや水分が多いことから、一夜

干しや味噌漬けに加工されることが多く、

塩焼き、蒸し物、吸い物に調理しても美味

しく、市場価値が高い魚です。 

アマダイにはアカアマダイ、キアマダイ、

シロアマダイなどがいますが、本県におけ

る漁獲物のほとんどはアカアマダイです。

アカアマダイは主に大陸棚縁辺部の水深約

１００から１３０メートルの砂泥底に分布

し、巣穴を作って縄張りを形成する習性を

持つことが知られています。 

 本県において最も多くアカアマダイを漁

獲している海域は対馬で、県全体の約４割

を占めています。近年この海域においてア

カアマダイの資源を大切に利用していこう

という話し合いが進められています。   

そこで総合水産試験場では、この取組み

を支援するために、当海域における漁獲実

態を把握し、資源の評価を行った上で、ど

のように利用することが望ましいかという

点を明らかにするための研究を行っていま

す。今回は研究の中で明らかとなってきた

成長や成熟、資源状態についてご紹介しま

す。 

 

アカアマダイの成長 

資源を評価する上で不可欠なのが、何歳

でどのくらいの大きさになるのかという成

長に関する研究です。アカアマダイの頭の

中には「耳石（じせき）」と呼ばれる骨状

の組織があります。これを削って顕微鏡で

観察すると木の年輪のような輪紋が見られ

ます。この輪紋は１年に１本形成されます

ので、これを数えることで、その魚の年齢

を知ることができます。年齢と体長・体重

の関係を図１に示します。 

アカアマダイの場合、メスよりオスの成

長が早く、大きくなることから、全長３５

ｃｍ（６００ｇ）以上はほとんどオスで占

められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アカアマダイの成熟 

アカアマダイの生殖腺の状態を観察する

ことで、産卵の時期を推定することができ

ます。対馬海域では卵巣、精巣ともに春季

から夏季にかけて大きくなる傾向が見ら
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図１ 対馬海域におけるアカアマダイの年齢と成
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れ、夏季～秋季が産卵期と考えられます。 

アカアマダイの資源状態 

対馬で漁獲されているアカアマダイのサ

イズを調べたところ、最も多く漁獲されて

いるのは２歳魚で、その後年齢を追うごと

に少なくなっていきます（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような年齢別の漁獲実態を把握する

ことで、この海域にどのくらいの資源が存

在するか、またその資源に対しどのくらい

の割合で漁獲が行われ、次の年にどのくら

い生き残っているのか、資源の状態はどの

ように変化してきたかといったことがわか

ります。 

これまでに得られたデータから、対馬海

域のアカアマダイは年間２割が漁獲、２割

は自然減耗し、１年後は約６割が残ると考

えられました。 

また、平成１３年から平成１６年にかけ

て資源量は減少したと考えられますが、そ

の後少し回復の傾向が見られています。こ

のように資源量に回復傾向が見られた要因

のひとつとして、アマダイ単価の低下や経

費の高騰により漁業者が他の漁業へ転換し

たことなどから、この海域における延操業

日数が減少したためと考えられます。 

しかし、対馬海域における資源量は現時

点でもまだ平成１１年の約８割程度にとど

まっており、以前のレベルまでは回復して

いません。（図３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の資源利用について 

対馬海域で今後も持続的にアカアマダイ

の資源を利用するために、資源状態に適し

た漁獲を行っていく必要があります。現状

では資源が回復しきっていないことから、

例えば休漁日を設定するなど、今後も引き

続き適正に漁獲する努力を続けながら資源

を利用することが望ましいと考えられま

す。 

また、アカアマダイの成長を見ると、特

に１歳から４歳の若い年齢の時期にかけて

成長が早いことがわかります。現在最も多

く漁獲されている２歳魚は、１年後の三歳

になると体重が２倍になり、さらに単価（図

４）も２倍となって４倍の経済的な価値が

出てきます。このため、例えば釣針の大き
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図２ 対馬海域におけるアカアマダイの年齢組成 
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図３ 対馬海域におけるアマダイの資源量の変動 



 

 

さを今より大きいものに変えることなどに

より、漁獲サイズを大きくすることも資源

を有効に利用する方法の一つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

現在、対馬海域ではアマダイ資源の維持

・回復を目指して「資源回復計画」を策定

するため、関係者による協議が進められて

います。少しでも早く具体的な対策が実行

され、アマダイ資源の持続的な利用が図ら

れることを心から願い、技術的な面で支援

していきたいと思っています。 

（担当 一丸 俊雄） 
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図４ 標本地区におけるアカアマダイの銘柄別平均単価 


